
 

1 日本は山国、消毒のみ、緩速ろ過が多い 

 

 

 

2 日本の水道指針は、急速ろ過の解説 

 

 

 

3 世界と日本を比べる、日本各地を比較する。 

 

 

 

4 ダム湖ができて水道水が臭くなった。 

 

 

 

5 塩素添加で発癌リスクが問題になった。 

 

 

 

6 殺虫剤の生物濃縮が注目。薬を使わない緩速ろ過へ 
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7 昔から天然の安全な水を利用。長野県は？ 

 

 

 

8 都市に人口が集中、都市で安全な水を探求。 

            ろ過池水深は 38 ㎝。 

 

 

9 砂ろ過し安全な飲み水ができた。リスクが減った。 

許容できるリスの考え 

 

 

10 文明開化（明治維新）、安全な英国式浄化法導入 

 

 

 

11 暖流影響で欧州は暖いが、北米大陸は冬は厳寒 

 

 

 

12 北米へも緩速ろ過が伝わる。浄水池はオープン 

許容できるリスク  
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13 急速ろ過池は濁り、藻が苦手。北米は急速が主流。 

 

 

 

14 急速は逆洗行程があるのでクリプト原虫が通過。 

 

 

 

15 緩速ろ過は安全、許容できるリスクを考える。 

 

 

 

16 1988 年から国際緩速ろ過会議、2014 年は名古屋。 

 

 

 

17 腐植は生物毒でない。塩素添加が問題。 

 

 

 

18 緩速ろ過の再認識。クリプトはどこにでもいる。 

  日本語社会の日本へは世界の情報が伝わりにくい。 
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19 0.1 度以下でもクリプトがいる。免疫力が必要。 

 

 

 

20 1980 年代ブラジルで上向流粗ろ過開発。 

 

 

 

21 上向流粗ろ過も生物浄化。JICA 研修で広める。 

 

 

 

22 テムズ水道も薬を使わない粗ろ過を導入した。 

 

 

 

23 清澄な蛇口の水道水。ペットボトルを禁止。 

 

 

 

24 コンサルに相談せずに、まず、自分で考える。 
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25 食物連鎖：口が無くても体表面で溶存物質に反応 

 

 

 

26 戦前は英国式緩速ろ過が主流 

 

 

 

27 東京市（都）はアメリカの最新薬剤処理を信用。 

 

 

 

28 自然界の生物は敏感に反応（生物の本能） 

 

 

 

29 食物連鎖が鍵：生物浄化法：Ecological センス 

 

 

 

30 制限が無いなら、2,4,8,16,32,64,128 と倍々に 
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31 生態系が安定し期間が長いと動物の影響で遷移。 

 

 

 

32 ハングリーは正常。普通は生きようと必死。 

 

 

 

33 緩速ろ過は瞬間浄化。通過時間を考えよう。 

 

 

 

34 横流れで砂礫は流される。上から下なら問題ない。、 

 

 

 

35 浅い水深なら、厳寒期でも生物活躍。 

 

 

 

36 濁りがない伏流水は楽。河川表流水は工夫が必要。 
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37 表流水が濁ると凝集剤。多少濁っても藻が繁殖。 

 

 

 

38 藻類被膜だけを採取する道具を考えた。 

 

 

 

39 糸状珪藻が繁殖。厳寒期は繁殖できなかった。 

 

 

 

40 浅い河床で付着珪藻、ろ過池では、糸状珪藻が。 

 

 

 

41 同じ削り取りでも、冬は汚れが除けにくい。 

 

 

 

42 ろ過池は上から下への流れ。糸状藻類が繁殖。 
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43 河川の栄養を貯水池でプランクトンが栄養を利用。 

 

 

 

44 生物は付着面で活躍。表面積を考える。 

 

 

 

45 上から下の流れ砂面の生物活動の結果はろ過水へ。 

 

 

 

46 藻が繁殖する量が莫大。ろ過水は河川上流の水に。 

 

 

 

47 糸状珪藻は食べられ、糸状緑藻へ。 

 

 

 

48 厳寒期も浅ければ藻が繁殖。生物は砂面近くだけ。 
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49 実測の損失はろ過抵抗指標でない。自分で確かる。 

 

 

 

50 戦前から大都市は生物処理を誤解していた。 

 

 

 

51 浄化の主役、生物群集にやさしくする。 

 

 

         

52 凝集剤を使うと、生物が委縮、活躍できない。 

 

 

 

53 日本の河川の濁りは沈殿池だけで沈む。 

  緩速ろ過では沈殿池があれば凝集剤が必要ない。 

 

 

54 大陸の濁りは沈まない。日本は凝集剤は必要ない。 
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55 越流管が重要。酸素不足の水なら曝気を。 

 

 

 

56 曝気をすれば、安全で清澄な水に。 

 

 

 

57 生物活性層の削り取りは何のため。 

 

 

 

58 殺藻剤はダメ。剥離しても浄化機能は変わらない。 

 

 

 

59 抵抗は水の粘性。藻が繁殖すば抵抗は無くなる。 

 

 

 

60 砂は大きくて良い。均一性も関係ない。 
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61 酸素不足にならないように、ろ過速度を速く。 

 

 

 

62 熱帯の泥水でも、上向流粗ろ過で安全な水へ。 

  上向流粗ろ過（人工的な伏流水）が鬼に金棒。 

 

 

63 上向流粗ろ過は凄い。日本へも普及させたい。 

  上向流粗ろ過は急速ろ過の前処理でも使える。 

 

 

64 サモア、フィジーは本物の技術を導入し、成果を。 

上向流粗ろ過は前処理として最適。 

 

 

65 自然の仕組みの賢い活用。許容リスクを考える。 

   細菌検査も自分で細菌検査紙で簡単にできる。 

 

 

66 生物の活躍を考えるとどうすれば良いかわかる。 
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67 仕組を理解すれば良い。緩速ろ過は効率が良い。 

  浄化能力を自分で計算してみよう。 

 

 

68 耐震性も良い。小規模施設が良さそう。 

  広域で知恵、知識の共有。小規模連携。 

 

 

69 上田―長野が動きだした。長野県からだ。 

 

 

 

70 水道事業の見直しが容易にできそう。 

 

 

 

71 急速ろ過の指針に頼らず、自分で考えてみよう。 

 

 

 

72 いろいろと解説冊子を出版してきた。 

生物屋の社会貢献。 
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